
令和３年度 第９回理事会

日 時：令和３年１２月３日（金）１６：３０～ 

場 所：森林整備センターAB会議室（川崎市） 

Ⅰ．報 告 

１．職員給与の改定及び令和３年１２月の特別給支払いについて（非公表） 

２．令和３年度補正予算案の概要について 

３．令和３年度特定母樹等普及促進会議の開催状況について 

４．令和３年度第２回森林保険センター統合リスク管理委員会審議概要について 

（非公表） 

Ⅱ．その他 

１．今後の行事予定について 

２．主要行事 

３．令和３年１１月に森林総合研究所が広報した研究成果 



理 事 会 資 料

令和３年１２月３日

総 合 調 整 室

令和３年度補正予算案の概要について

令和３年度補正予算案は、令和３年１１月２６日に閣議決定され、その概

要は別紙のとおりです。

Ⅰ－２
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1,242 億円

498 億円

76,700 76,700

46,100 46,100

（うち275億円は総合的なＴＰＰ等対策）

30,600 30,600

25,223 25,223

27,500 22,004 49,504
（うち275億円は森林整備事業（再掲）） （再掲）

「緑の雇用」新規就業者育成推進事業 283 283

101,923 22,287 124,210

１

２ 金額は、関係ベース。デジタル庁計上の政府情報システム予算を含む。

３ 計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

       うち　総合的なＴＰＰ等対策

区　　　　分 公  共 非公共 計

　（単位：百万円）

令和３年度  林野関係補正予算の概要

　  林野関係合計

森林整備事業・治山事業

森林整備事業

治山事業

山林施設災害復旧等事業

木材産業国際競争力・製品供給力強化緊
急対策

（再掲含む）

合　　　計

 （注） 上記のほか、

①スマート農林水産業の全国展開に向けた導入支援事業に林野関係事業を措置。

②盛土による災害の防止に向けて、盛土総点検で確認された危険が想定される盛土の対策に

ついて、行為者等による是正措置を基本とし、公共として切迫した危険性のある箇所の緊急的な

対策として詳細調査（応急対策工事を含む）の実施を支援。

※農山漁村地域整備交付金（令和３年度当初予算）の制度拡充による運用
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令和３年度林野関係補正予算の重点事項 

３年度補正１,２４２億円 

１ 「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施 

⑴ 次世代を担う経営感覚に優れた担い手の育成

① 農林水産業の担い手の確保・育成

・林業への新規就業者の確保・定着化や育成に向け、ガイダンス

の開催、トライアル雇用（短期研修）、伐採作業に加え造林作

業を行う多技能化に対応した人材育成等の取組を支援

(「緑の雇用」新規就業者育成推進事業)

３億円 

② 次世代を担う農林漁業者の生産性向上支援

・ポストコロナを見据え、農林水産物の輸出や需要構造の変化、

デジタル化、中山間地域等の人口減少等に対応し、生産基盤の

維持・強化を図るため、規模の大小に関わらず、生産性向上に

取り組む農林漁業者等に対し、必要な機械・施設の導入を支援

１００億円 

（スマート農林水産業の導入支援）  

７７億円 

（担い手確保・経営強化支援事業）  

２３億円 

⑵ 合板・製材・構造用集成材等の木材製品の国際競争力の強化

① 木材産業国際競争力・製品供給力強化緊急対策＜一部公共＞

・合板・製材・構造用集成材等の国際競争力を強化するため、加

工施設の大規模化・高効率化や輸出向け等の高付加価値品目へ

の転換、路網整備や高性能林業機械の導入、搬出間伐、再造林、

エリートツリー等の苗木の生産施設整備、木材製品等の輸出促

進、非住宅分野の木造化等の推進による木材製品の消費拡大等

を支援するとともに、今般の木材不足・価格高騰（いわゆるウ

ッドショック）への対応として製品の供給力増大のための乾燥

施設の能力向上等や、国産の製品等への転換促進等を支援

４９５億円 
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２ 防災・減災、国土強靱化と災害復旧等の推進 

⑴ 防災・減災、国土強靱化の推進

① 治山施設の設置等による対策＜公共＞

・森林の防災・保水機能を適切に発揮するため、山地災害危険地

区や氾濫した河川の上流域等において、治山施設の整備等によ

る流木・土石流・山腹崩壊の抑制対策等を実施・支援

３０６億円 

② 森林整備による対策＜公共＞

・森林の防災・保水機能を適切に発揮するため、重要なインフラ

施設の周辺や氾濫した河川の上流域等での間伐等や、林道の開

設・改良等の対策を実施・支援

１８６億円 

⑵ 令和３年８月の大雨等の災害からの復旧・復興

振林① 災害復旧等事業＜公共＞ 

水 

・被災した治山施設、林道施設等の速やかな復旧等を実施・支援

２５２億円

② 盛土による災害の防止＜公共＞

・盛土総点検で確認された危険が想定される盛土の対策について、

行為者等による是正措置を基本とし、公共として切迫した危険

性のある箇所の緊急的な対策として詳細調査（応急対策工事を

含む。）の実施を支援

※農山漁村地域整備交付金（令和３年度当初予算）の制度拡充

による運用
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18 木材産業国際競争力・製品供給力強化緊急対策＜一部公共＞

＜対策のポイント＞
木材製品の国際競争力の強化や新たな農林水産物の輸出目標の達成に向け、加工施設の大規模化・高効率化等を支援します。また、これらの加工施設
へ原木を低コストで安定的に供給するとともに、森林資源の安定確保や森林吸収源対策の取組の加速化を図るため、路網整備、高性能林業機械の導入、
搬出間伐、再造林、エリートツリー等の苗木の生産施設整備等の取組を支援します。加えて、木材製品の消費拡大や新技術の実証とともに、木材製品等の
輸出拡大に向けた取組等を支援します。さらに、今般の木材不足・価格高騰（いわゆるウッドショック）への緊急的な対応に資する取組を支援します。

＜政策目標＞
国産材の供給・利用量の増加（31百万㎥［令和元年度］→42百万㎥［令和12年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．木材産業国際競争力強化対策等＜一部公共＞ 44,202百万円
① 木材産業の輸出促進・体質強化対策

木材製品の国際競争力の強化や輸出拡大に向けた加工施設の大規模化・高
効率化、他品目転換、高付加価値化等を支援します。加えて、いわゆるウッドショッ
クへの緊急的な対応として、ボトルネックとなっている乾燥施設の能力向上等の施
設整備を支援します。
② 原木の低コスト安定供給対策等＜一部公共＞

大径材を含む原木を加工施設へ低コスト・安定的に供給するとともに、森林資源
の安定確保や森林吸収源対策の取組の加速化を図るため、路網整備、高性能林
業機械の導入、搬出間伐、再造林、エリートツリー等の苗木の生産施設整備等を
支援します。

２．木材製品等の輸出支援対策等 500百万円
輸出も含めた販売力強化のための人材育成、輸出先国のニーズ・規格等に対応

した製品開発や性能検査・実証、輸出先国への重点プロモーション活動等を支援し
ます。このほか、国内におけるクリーンウッド法に基づく合法性確認の定着実態調査や
流通木材の合法性確認システムの構築に向けた調査等を実施します。

３．木材製品の消費拡大対策等 4,802百万円
非住宅分野等の外構部も含めた木造化・木質化等を推進するとともに、いわゆる

ウッドショックへの緊急的な対応として、国産の製品等への転換促進を支援します。
伐採等の自動化・遠隔操作技術、異分野技術の導入・実証等を支援します。

［お問い合わせ先］林野庁計画課（03-6744-2300）

【令和３年度補正予算額 49,482百万円】
【令和３年度補正予算額（デジタル庁計上） 22百万円】

•路網整備、高性能林業機械導入、搬出間伐等
•原木の再生産を可能とするための再造林等
•エリートツリー等の苗木の生産施設整備

•大規模・高効率化や低コスト化、他品目転
換に向けた木材加工流通施設の整備

•輸出に資する高度加工処理施設の整備

木材産業の輸出促進・体質強化対策 原木の低コスト安定供給対策 等
＜一部公共＞

木材製品の消費拡大対策

• JAS構造材の普及・実証、設計・施工上の工夫等
を通じた国産の製品等への転換促進

• CLT建築等の実証や木質建築部材の技術開発等

•外構部への木材の実証的利用の推進

•輸出も含めた販売力強化のための経営者層の育成、労働安全衛生対策の強化
•伐採等の自動化・遠隔操作技術、異分野技術の導入・実証
•低コスト造林技術の研修や優良事例の普及

•輸出先国のニーズや規格・基準に対応した製品・技
術開発や性能検査・実証

•木材製品や特用林産物の輸出先国への重点プロ
モーション活動等

•国内の合法性確認の定着実態調査、合法性確認
システムの構築に向けた調査等

川上との安定供給に係る協定締結等に取り組む工場等に対して重点的に支援

林業経営体・林業労働力強化対策、林業分野における新技術推進対策

木材製品等の輸出支援対策 等

（１の事業の一部）

＜事業の流れ＞

都道府県 木材関連業者等
定額（1/2以内等）等 定額（1/2以内等）等

※国有林においては、直轄で実施
補助

（国研）森林研究・整備機構 （１の事業の一部）

国 民間団体等 民間団体等
定額等又は委託 定額、1/2以内等

（２、３の事業）

有機的
に連携

木材産業国際競争力・製品供給力強化緊急対策

体質強化計画

•今般の木材不足・価格高騰への対応
に資する製品供給力増大施設の整備

供給力増大計画

原木安定供給
に寄与
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＜対策のポイント＞
木材産業の国際競争力強化に向け、原木の安定供給と森林資源の安定確保を図る観点から、成長等に優れたエリートツリー等の原種苗木を増産する
ための施設整備を行う。

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

○エリートツリー等の原種苗木増産施設整備（国立研究開発法人森林研究・整備機構施設整備費補助金）
【令和３年度補正予算額 200,080千円】

［お問い合わせ先］林野庁研究指導課（03-6744-2312）

＜ 事業の流れ ＞

国 国立研究開発法人森林研究・整備機構
補助

〇 挿し木高速増殖用養苗温室整備 144,080千円
ミスト散水等により挿し木苗木を高速で増殖する新技術「エアざし」の設備
を装備した原種苗木増産用の温室を、九州と関西の育種場に設置する。

〇 増殖拠点整備 31,000千円
発根率や活着率が最もよい状態で出荷できるように穂木や原種苗木を
一定期間低温貯蔵するための施設を、北海道育種場で整備する。

〇 人工気象制御温室整備 25,000千円
適地植栽により気象要因による枯死や成長不良を防ぐことを目的として、
林木育種センターが配布する原種苗木について、苗木時点での様々な
気象要因に対する耐性の有無に関する情報を付加するための施設を整備
する。

挿し木高速増殖用養苗温室 人工気象制御温室

増殖拠点
（低温貯蔵施設）

低温貯蔵に係る準備作業
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令和３年 12 月３日

理 事 会 資 料

林木育種センター

令和３年度特定母樹等普及促進会議の開催状況について

１．会議の趣旨 

 本会議は、平成 25 年度の間伐等特措法の改正により特定母樹制度が導入されたこ

とを契機とし、特定母樹等の早期普及に向けた取組を地域において推進するため、特

定母樹の指定・増殖状況や性能、採種園・採穂園の整備状況等について、関係者間で

の情報共有を図るとともに、特定母樹等の開発や関連技術等に関するニーズを把握す

ることを目的として、林木育種センター及び各育種場の主催により、平成 27 年度か

ら育種基本区ごとに開催している。 

今年度は、Web会議等により開催した。 

２．参加者 

 林野庁、森林管理局、都道府県、認定特定増殖事業者、林業団体、森林総合研究所

関係領域・支所、森林整備センター、森林保険センター 

３．開催状況 

育種基本区ごとの開催時期等は以下のとおり。全体でおよそ 300名が参加。 

（１）北海道地区： ９月２２日（水） ※Web会議

（２）東北地区 ： ９月２８日（火） ※Web 会議

（３）関東地区 ： ７月３０日（金） ※Web 会議

（４）関西地区 ：１０月 ４日（月） ※Web会議

（５）九州地区 ：１１月 ９日（火） ※資料配付による書面開催

４．主な説明事項 

・ エリートツリー等の開発や特定母樹の指定・普及に係る状況及びそれらの特

性情報等

・ 特定母樹の試験植栽及び展示林設定に向けた協力依頼

・ 認定特定増殖事業者及び関係機関による取組状況

・ 森林保険制度の概要説明（森林保険センター）

Ⅰ－３
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５．主な意見・要望等 

・北海道の主要な造林樹種であるカラマツ等の特定母樹の開発の推進。

・採種園造成のニーズに対応した技術支援及び原種の計画的・安定的な供給の確

保をお願いしたい。

・特定母樹が将来本当に良材になるのか等、引き続き幅広い視点での特性の把握・

整理・データの共有が必要。 

・少花粉品種の特性を持つヒノキの特定母樹の開発・指定をお願いするとともに、

特定母樹の育苗特性や着花特性についての情報を整理し、共有して欲しい。 

・今後、特定母樹等（花粉症対策品種を含む）の苗木の増産を推進していく中で、

苗木のトレーサビリティをどのように考えていくべきか検討の必要がある。 

６．開催状況 

（関東地区）共同研究試験地の動画配信の様子    （関西地区）Web会議の様子
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令和 3 年 12 月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

今後の行事予定について 

    会議については、新型コロナウイルス感染拡大状況により時期および開催手法が変更となる場合がある 

日  付 
研
究

整
備

保
険 行 事 名 等 場 所 等 

12月7日～

12月8日 
◯ 

再造林の省力化とシカ対策に関する現地検討会 和歌山県田辺市 

和歌山県すさみ町 

12月10日 ○ 森林総合研究所関西支所 業務報告会 関西支所 

12月10日 ○ 森林総合研究所四国支所 業務報告会 四国支所 

12月13日 ○ 森林総合研究所多摩森林科学園 業務報告会 多摩森林科学園 

12月16日

～17日 
○ 森林総合研究所東北支所 業務報告会 東北支所 

1月7日 ○ ○ ○ 第10回理事会 森林総合研究所 

1月24日 ○ 事業運営会議 森林整備センター 

1月24日 ○ 保険運営会議 森林保険センター 

1月24日～

1月25日 
○ 整備局長会議 森林整備センター 

1月27日 ○ SATテクノロジー・ショーケース2022 つくば国際会議場 

Ⅱ－１

（関西支所 共催） 
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

１１月１２日 【共】第８回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

１５日（月）～
１７日（水）

【育】九州育種場ほか出張 育種事業・森林バイオ担当理事

１６日（火）～
１７日（水）

【研】地域再生シンポジウム（岐阜県飛騨市） 理事長

１８日（木） 【研・育】第２回研究企画・運営会議 理事長、理事（企画・総務・森林保険担当、研
究担当、育種事業・森林バイオ担当）、両監事

〃 【共】機構評議会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

１９日（金） 【共】機構会議・支所長・育種場長・整備局長等会議 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

〃 【研】地域情勢交換会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

２４日（水） 【保】統合リスク管理委員会 企画・総務・森林保険担当理事、森林保険センター所長

２６日（金） 【研】国立研究開発法人協議会総会（Web) 理事長

２９日（月）～
１２月１日（水）

【研・整】育成複層林等の視察（熊本県人吉市ほか） 理事長、森林業務担当理事

主要行事（令和３年１１月１２日～令和３年１２月２日）

※ 【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事　 の略

Ⅱ－２
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番号 研究者・担当者名 掲載誌名 論文公開時期 備考

1
森田 香菜子
（生物多様性・気候変動
研究拠点）

Politics and
Governance、Volume 9、
Issue 4、Pages 102–113

2021年10月
HP（研究成果）
に掲載

2
北尾 光俊
（北海道支所）

Forests、12(6)、675 2021年5月
HP（研究成果）
に掲載

3
鶴田 燃海
（樹木分子遺伝研究領
域）

Frontiers in Plant
Science, 12:748110

2021年10月
HP（研究成果）
に掲載

4
有水 賢吾
（林業工学研究領域）

森林利用学会誌、36(4)、
63-68、森林利用学会

2021年10月
HP（研究成果）
に掲載

5
鳥山 淳平
（九州支所）

Agriculture、Ecosystems
and Environment、323、
107699

2022年1月
HP（研究成果）
に掲載

6
森林防災研究領域
治山研究室 研究員 經
隆 悠

Earth Surface Processes
and Landforms

2021年9月
HP（プレスリ
リース）に掲載

7
樹木分子遺伝研究領域
上野 真義

Tree Genetics &
Genomes

2021年10月
HP（プレスリ
リース）に掲載

8
森林昆虫研究領域昆虫
生態研究室 主任研究員
藤井佐織

Biology Letters、17巻9号 2021年9月
HP（プレスリ
リース）に掲載

9
九州支所森林動物研究
グループ 研究員 鈴木
圭

Journal of Forestry
Research

2021年10月
HP（プレスリ
リース）に掲載

（シンポジウム・イベント）
番号 名称 担当 主催等 開催場所 開催日 備考

1
アグリビジネス創出フェ
ア2021に出展します

研究管理科産学官
連携・知財戦略室

農林水産省
後援：(国研）森林研究・
整備機構

東京ビッグサイト青海展
示棟、及びオンライン

2021年11月24日～
2021年11月26日
（青海展示棟、オン
ライン会場共に）

HP（イベント）に
掲載

2

2021年度 森林総合研究所
公開講演会
「伝えたい！森の中の放射
性セシウムー10年で明らか
になったことー」

国土保全・水資源研
究担当ディレクター
玉井幸治

森林総合研究所
YouTube「森林総研チャ
ンネル」で配信

2021年10月16日
HP（イベント）に
掲載

3
LALAガーデンつくば“キッズ
デー”に出展しました

国土保全・水資源研
究担当ディレクター
玉井幸治

森林総合研究所
広報普及科

LALAガーデンつくばのイ
ベント「キッズデー」

2021年10月30日
HP（ニュース）に
掲載

4
【募集！】2021年度 木を原
料としたお酒の香りのアン
ケート協力者を募集します

複合材料研究領域
松原恵理

森林総合研究所 森林総合研究所
2021年11月21日～
2021年12月11日

HP（ニュース）に
掲載

　注）研究成果については、いずれも国立研究開発法人森林研究・整備機構中長期計画に定める重点課題等に対応するものである。

先駆樹種であるシラカンバの成長は二酸化炭
素で促進されるが、オゾンによって抑制される

無花粉スギの組織培養のための簡易かつ迅速
な選抜手法を開発

林業機械の自律走行に必要な位置情報の取得
誤差を明らかにした

古くなったゴム林の植え替えは土壌中の炭素を
減らさない

土砂災害が発生する危険性の高い雨の降り方
を判定する

令和3年11月に森林総合研究所が広報した研究成果

「自然を基盤とした解決策」推進のためのアジア
地域におけるガバナンスの課題を解明

東南アジア熱帯林の形成過程を解明
～フタバガキ科樹種の遺伝的解析で、今後の
保全にも貢献～

土壌動物の多くは落葉分解者として機能してい
ない？
―トビムシの餌炭素年齢から従来の常識が覆
る―

分布の中心で、メスジカを捕らえる
―個体群の分布域周辺部にはオスが、中央部
にはメスが多い―

広報タイトル

Ⅱ－３
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